









































































































































































































指が新たな stylus になった，アナログ＝気まぐれな touch が，デジタル












か，あるいは 「土曜日」 の巻頭言 「生きて今此処に居ることを手放すまい」
等は，なぜ書かれたのか，を，さらに，かれが活動したのはどんな時代で，
社会になにが起きていたのか，当時の人たちが感じた不安とはどんなもの
だったのか，を，改めて，思い巡らすことも必要なのかもしれない，今，
私たちはどこに立っているのか，これからどこに向かって進もうとしてい
るのか，を思考するために（それは無粋で危険な誘
いざな
いなのかもしれないが）。
蓄音機／器について
森芳久・君塚雅憲・亀川徹2011 『音響技術史：音の記録の歴史』 東京藝術大学出
iPod の針（の論理）
45
版会
レコード産業界の歴史（日本レコード協会）
　　http://www.riaj.or.jp/chronicle/
テクニカギャラリー／ギャラリートーク（株式会社オーディオテクニカ）
　　http://www.audio-technica.co.jp/corp/gallery/index.html
揺籃期のレコード業界（レコードの歴史）
　　http://www.terra.dti.ne.jp/̃yymatsu/recording/cradle.html
ちこんきのたのしみ
　　http://www.h5.dion.ne.jp/̃chikonki/index.html
蓄音機で聞く SPレコード鑑賞会
　　http://www.gramophone.jp/
（web サイトのURLは，2011/09/30現在のもの）
※中井正一の著作物，中井についての研究をはじめとする関連書籍のリストは，
この拙文の読者は，もうすでに当然のようにそれらを読んでいるであろう，ある
いは，これから自らの意志で試行錯誤しながらそれらにアクセスするであろう，
を前提に，省略する（＝不在という現前を選択する）。なお，後日，新たなカタチ
で，本文と共に，http://bricolage.jp/design-not.html にて公開予定。

